
令和４年３月
○　本校の概要

○　自己評価及び学校関係者評価の結果の概要と改善策

評価 人数 コメント

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。
４：設置教室を使用する全正規教員が週１回以上活用した。
３：８０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

２：６０％以上の正規教員が週１回以上活用した。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：対象となる全学級（全教員）で行った。

３：８０％以上で行った。

２：６０％以上で行った。

１：６０％未満であった。

４:学期に２～３回知らせた。

３：学期毎に知らせた。

２：年度間に１回は知らせた。

１：お知らせできなかった。

４：対象児童・生徒への出席を全教員が働きかけた。

３：８０％以上の教員が働きかけた。

２：６０％以上の教員が働きかけた。

１：６０％以下の教員が働きかけた。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上が回答した。

２：６０％以上が回答した。

１：６０％未満であった。

４：全教員が行った。

３：８０％以上の教員が行った。

２：６０％以上の教員が行った。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：「組織的対応ができた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：必要な事案に対して必ず会議を実施し、組織的に対応し
た。

３：必要な事案に対しておおかた会議を実施した。

２：必要な事案に対してあまり会議を実施しなかった。

１：必要な事案に対してほとんど会議を実施せず、組織的な
対応をしなかった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：全教員で行った。

３：８０％以上の教員で行った。

２：６０％以上の教員で行った。

１：６０％未満であった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：学期に２～３回（年間６回）以上行った。

３：学期に１回（年間３回）以上行った。

２：年度間に1回以上行った。

１：実施しなかった。

４：「おおむねできた」と全教員が回答した。

３：８０％以上の教員が回答した。

２：６０％以上の教員が回答した。

１：６０％未満であった。

４：月1回以上行った。

３：学期に2～3回行った。

２：学期1回以上行った。

１：実施しなかった。

4：月1回以上更新した。

3：学期に2～3回更新した。

2：学期1回以上更新した。

1：更新しなかった。

４：毎回情報を提供した。

３：おおむね情報を提供した。

２：あまり情報を提供しなかった。

１：情報を提供しなかった。

４：学期に2～3回行った。

３:学期１回以上行った

２：年１回以上行った。

１：実施しなかった。

【児童アンケート】

「学習（授業）が楽しい」と
答えた割合

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【保護者アンケート】

「学校は、これからの社会
の変化にしなやかに対応
する子供を育てる工夫をし
ている（外国語教育、ICT
活用、体力向上）」と答え
た割合

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【児童アンケート】

「自分にはよいところがあ
る」と答えた割合
(大田教育ビジョン目標値84％)

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【児童アンケート】

「運動をもっとしたい」と答
えた割合
(大田教育ビジョン目標値60.6％)

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【保護者アンケート】

「子供たちにとって分かり
やすい授業をしている」と
答えた割合
(大田教育ビジョン目標値65.59％)

　4：90％以上
　3：80％以上
　2：70％以上
　1：60％以上

【児童アンケート】
　
「地域の行事に参加してい
る」と答えた割合
(大田教育ビジョン目標値51.1％)

　4：80％以上
　3：70％以上
　2：60％以上
　1：50％以上

Ｃ 0

体力テストの結果を踏まえ体力向上全体
計画を作成し、計画に基づいた体育指導
や「一校一取組」運動や「一学級一実践」
運動を実践する。

4

Ｄ 0

4

〇ＧＩＧＡスクールに向けて、
児童のタブレットを授業中に
活用することが昨年度より
多くなった。教員同士で、研
修等で実践を報告し合い、
教員一人一人のＩＣＴ活用能
力を引き続き高めていく。

〇外国語教育指導員との打
ち合わせを密にして、外国
語活動、外国語の時間の指
導の充実に努めた。担任の
授業への指導に生かすこと
ができ、児童の外国語への
理解の深まりや、意欲的な
姿が、授業から多く見られる
ようになった。

4

他者の人権を尊重する人権教育の推進を
目指し、人権教育資料等を活用した授業
を実施する。

4

Ａ 9

・学校公開の場でも、児童の意欲を引き出すICT活用
（動画視聴）の様子が見られた。
・これから必要なタブレットを使いこなしていてよいが、
調べる時に辞典も活用するとなお良いと感じた。
・子供は順応性が高いと思うが、コロナ生活もまだ不
安な子もいると思う。
・タブレット教育が進み、経済的な家庭事情で触れる
ことのできない児童にも平等になっているので良い取
組と思う。（他の自治体では家庭に負担させると聞い
ているので）
・コロナ禍でタブレットを活用した授業の取り組みが始
まり、社会の変化に学校として素早く対応していると
感じた。
・タブレット等,時代の流れの中で活用を広げるのは大
変な事かと思う。外国語教育は素晴らしい成果を期待
している。
・直接児童たちの話は聞けないが、保護者アンケート
の9割が良いとされていることに感心を受ける。外国
語（英語）は、世界標準語であるから親しみ易い工夫
で授業をされると良いと思う。
・今後、外国の方との豊かなコミュニケーションがとれ
るよう、さらなる外国語教育の充実をお願いしたい。
・コロナでほぼ学校に入る事がなく、児童の明るい元
気な姿を見られず残念。
・長期欠席でもオンライン授業に参加できる安心感は
大きかった。

論理的、科学的な思考力の育成を目指
し、「おおたのものづくり」を生かした体験
活動や理数授業等を実施する。

4

Ｂ 1

○学校生活調査や学級集団調査
の面談結果を教員全体に周知し、
組織で対応する。児童が健全な生
活を送れるようにするために、児
童の実態把握を確実に行い、生
活指導夕会にて教職員全体で共
有をする。

〇年に２回実施するエールウィー
クの取り組みや、C4ｔｈの「いいとこ
みつけ」の機能を活用して、教職
員全員が子供一人一人の良い所
を共有し、様々な大人から直接的
に自己肯定感が高まるような声掛
けをするよう心掛ける。

○道徳教育推進教師を中心に、
道徳授業の確実な実施及び授業
改善を図ってきた。今後も児童の
自己肯定感や自己有用感の向上
を図るために、各学年の活動だけ
でなく学校の教育活動全般で一人
一人の活躍の場を保証する。具
体的には、縦割り班活動（全校遠
足、ふるはま遊び、まち清掃、朝
の集会活動、縦割り清掃等）、委
員会発表、朝会スピーチ等の機会
を活用する。"
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ション能力、
情報活用能
力、ともに生
きる力等、こ
れからの社
会の変化に
しなやかに対
応する子ども
の力と自信を
身に付けま
す。

外国語教育指導員を効果的に活用し、外
国の方々とのコミュニケーション能力の育
成等を図っている。

4

学力の定着と学ぶ意欲の伸長を目指し、Ｉ
ＣＴ機器を活用した授業を実施する。
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・児童が集中して授業に参加していた。先生たちの努力
の成果だと思う。
・学ぶ意欲のある子と、宿題さえ提出が遅れる子との差
があると感じる。
・先生方がいかにして興味をもたせるか、関心をもたせる
かと日々努力されている結果だと思う。特に、大東小の
先生は、授業にメリハリがある様に感じる。
・一人一人の子が「学校は楽しい」と思って通ってくること
ができていることが大切だと感じる。小さなつまずきにも
気が付けるような心遣いや体制の構築が進むと良いと思
う。
・児童館を一般利用する児童が友達と協力し合って宿題
に取り組んでいる。宿題をする児童が多く、学習意欲の
高さを感じる。
・「楽しい」が90%以上とは素晴らしい。楽しい→学ぶ力に
なると思う。
・これまでの取り組みや今後の改善策がはっきりと示さ
れているので、後は実行されることを願っている。
・楽しく学校へ通っている児童が多いので、勉強への意
欲をさらに引き出していただきたいと思う。
・学ぶ意欲は児童によって大きな差を感じる。

〇授業改善プランを意識して
学習指導を進めることができ
た。引き続き改善プランに沿っ
て授業改善を行っていく。

〇「学習カルテ」に基づいた児
童との面談の時間が十分に確
保できず、学習カルテを生か
すことができなかった。補教体
制を組み、担任が、面談をし、
一人一人のつまずきをより理
解できるようにする。

〇学習指導講師との打ち合わ
せが十分に行えなかったの
で、時間の調整を行い、打ち
合わせの時間を確保して児童
の学力向上に効果的に支援で
きるようにしていく。

6

4

Ａ
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・道徳の授業を拝見した。児童が自分達で考える内容
になっていた。自己肯定感が高まっていくと良いと思
う。
・読み聞かせの時に、自分の良いところを言える人と
質問した時、手を挙げる子供がいなかった。恥ずかし
いのか自信がないのか分からない。もっと自信をもっ
てほしい。
・日本人は元々自己肯定感は低いと思う。先生方の
子供に対する声掛けはとても素晴らしいと思う。
・学校教育の取組がたくさんある中で子供たちは楽し
んで活動していると思われるが、自己肯定感にはな
かなか結び付かないのは残念である。「自信がつく」
経験の場をこれからもつくっていっていただきたい。
・児童館を利用している児童に関しては、自分の意見
をしっかりもち、やりたいことを実行できる力を持って
いると感じている。学校全体の自己肯定感アップに期
待している。
・道徳の授業はどの学年もテーマが素晴らしく、児童
の考え方・発言等響くものがあった。自己肯定感が輝
くものでありたい。
・これは学校生活だけのことではないと思う。家庭や
外でも大きくかかわりがあると考える。児童との個人
面談に加え、保護者との対話も必要だと思う。
・少人数校ならではの先生方と児童の距離感の近さ
を感じる。このまま、一人一の児童との密なコミュニ
ケーションをよろしくお願いしたい。
・ほめられた言葉を素直に受け取り、自分のよい所と
認識してもらいたい。

・学校の評価もあるが、休み時間に校庭で遊ぶ児童をよく見かける。体
力の向上に努めていると思う。
・コロナ禍なので、今までの様な運動ができないがもっと体を動かす機
会を増やしてほしい。
・大東小の子は外遊びが大好き。駅伝代表に選ばれる事で喜び楽しん
で走っている姿が素敵だった。
・短時間でも体を動かすことができるストレッチや呼吸法など具体的に
伝えていくと児童たちも取り入れやすいのではないか。
・公園を元気に走り回る低学年児童がいる一方、高学年児童は公園に
集まってゲームをしている。学校の休み時間も含め、外で遊ぶ習慣が
つくといい。
・学芸会は見ることができなかったが、駅伝大会に向けて朝校庭を走る
姿が楽しそうで良かったと思う。
・「運動をもっとしたい」との回答が高いことがうかがえる。もっとお手伝
いできるようにしたい。
・せっかくの広い校庭なので、低学年のうちに外で遊ぶ習慣がつけばよ
いと思う。先生方もお忙しいと思うが、出来る限りたくさん一緒に遊んで
いただけるようお願いしたい。
・校庭で元気に運動に取り組んでいる児童を見て、散歩距離を延ばし
たい。
・児童の運動不足を減らす取り組みをもっと増やしてもらいたい。

・取組、改善策を読んだが、適切に分析し、今後の取組
に活かしていると思う。また、地域の行事が再開していけ
ると良いと思う。
・登校時に地域の方や校長先生が見守っているのはとて
も安心できる。
・先生方の日頃よりのご尽力、ありがとうございます。授
業に積極的に参加している児童が多いように感じる。
・保護者アンケートの結果を見れば一目瞭然である。
・楽しい授業、興味が湧く授業、また疑問点を明確とし、
解決に向けて自分はどうすべきかを児童一人一人が考
えて取り組める授業となることを期待する。
・学校公開を参観させていただいた。各担任の先生が、
児童に合わせた声掛けをし、工夫した授業を展開してい
ると感じた。
・保護者の方々から評価をいただいている事はうれしい
ことと思う。分からない授業の時間は苦痛以外の何物で
もない。分かりやすいことは大事だと思う。
・全校児童数も少なく、一人一人に手厚く授業ができてい
ると思う。先生方も楽しく研究を進めてほしい。
・高学年児童と低学年児童の校門前での輪のサークル
を見て、学校環境の良さが見て取れる。
・先生方が常によりよい授業になる努力をされているが、
今後もよろしくお願いしたい。

算数・数学到達度をステップ学習チェック
シートで児童・生徒、保護者に知らせる。

学習指導講師等による算数・数学・英語
の補習を実施する。

授業改善推進プランを、授業に生かす。

問題行動・不登校問題等にかかわる児
童・生徒に関するケース会議等を実施す
る。

道徳教育推進教師を講師とした研修や、
国、都及び区の資料を活用した授業等を
行う等道徳指導充実のための取組を行
う。

「早寝・早起き・朝ごはん」月間の取組等を
通して、児童・生徒や保護者に対し、望ま
しい生活習慣についての意識啓発を行
う。

小中一貫による教育の視点に立った生活
指導の充実により、社会のルールや学校
のきまりなどを守ろうとする意識を高め
る。

児童・生徒が
安全・安心に
学校生活を
送るために、
教員の指導
力向上と良
質な教育環
境をつくりま
す。

各種研究発表会等の研究・研修の成果
を、自身の授業改善に生かす。

授業改善セミナー等の研修成果を生か
し、主任教諭が助言・支援を行う校内研修
等を実施しOJTを充実させる。

Ｃ

Ｄ

〇公開した授業の評価について
は、真摯に受け止め、授業改善に
努めてきた。今後は、さらなる授業
改善を図るために、OJTの充実を
計画的に行う。ＯＪＴの年間計画を
年度当初に作成し、若手教員は
自己の課題を明確にして授業を
公開し、他の教員から指導・助言
をもらう時間を設ける。また、主任
教諭や主幹教諭は指導テーマを
決めて若手教員をはじめ他の教
員に授業を公開する。公開授業後
は必ず協議会を行い、全体に還
元していく。さらに、授業形式以外
のＯＪＴについても検討し、持続可
能な研修体制を模索していく。
〇年間6回の校内研究授業を通し
て、研究主題を追究してきた。次
年度は、研究主題についての理
解をさらに深め、協議会のもち方
についても検討し、さらなる授業力
向上に努めていく。

Ｃ

Ａ
4

児童・生徒一
人ひとりの学
ぶ意欲を高
め、確かな学
力を定着させ
ます。

授業公開日の授業評価を、その後の授業
改善に生かす。

校内委員会等を確実に実施し、学校にお
ける特別支援教育を推進する。

給食指導及び教科等における指導を通し
て、食生活の充実・改善をねらいとした
「食育」を推進する。

体育的行事、部活動、休み時間など様々
な機会を通して運動習慣の確立を推進す
る。

学習カルテを基に児童・生徒と面談し、一
人ひとりの学習のつまずきや学習方法に
ついて、指導する。

スポーツに親
しむ心の育
成や、運動
習慣の定着
による体力
の向上など、
生涯にわ
たって健康増
進を図る意
識の向上を
めざします。

学校いじめ防止基本方針に沿って、いじ
めの未然防止、早期発見等のための取組
を実施する。

これまでの取組
今後の改善策

取組
評価

Ｄ

目標 取組指標

学校生活調査（メンタルヘルスチェック）の
結果よりストレス症状のみられる児童・生
徒に対して組織的に対応する。

2

3

2

Ａ

大項目 取組内容

子ども一人ひ
とりの正義感
や自己肯定
感、自己有
用感などを高
めるととも
に、自他の生
命を尊重す
る心を育成
するなど、未
来への希望
に満ちた豊
かな心をはぐ
くみます。

プ
ラ
ン
３
　
豊
か
な
心
の
育
成

Ｃ

プ
ラ
ン
２
　
学
力
の
向
上

Ａ

Ｂ

大森東小「学習のきまり」について、児童
に徹底するために繰り返し指導する。

成果
評価

学校関係者記入欄

6

4

○「成果評価」は、各校が４段階で定めた成果指標によって行う。

0

0

学校支援地域本部と連携するなどして、
地域力を生かした特色ある教育活動を実
践する。

4

○学校関係者評価の「評価」は、Ａ：自己評価は適切である　Ｂ：自己評価はおおむね適切である　Ｃ：自己評価は適切ではない　Ｄ：評価は不可能である　の４点について、 評価した人数を記載する。
○記入にあたっては、各学校で取り組んでいる自己評価項目に照らし、該当する項目を取りまとめて行う。

Ｃ

Ｄ

〇「東っ子だより（校長室だ
より）」の毎週発行、学校
ホームページの写真ページ
開設など、学校の教育活動
を保護者や地域に積極的に
紹介することに努めた。

〇感染症対策の観点から、
ＰＴＡや地域の行事が、削減
されてしまい、児童の参加
の機会がなくなってしまっ
た。次年度地域の行事が例
年通り実施されれば、児童
に呼びかけ参加を促してい
く。

・コロナ禍の中、工夫して取組んでいると思う。また地域の行
事が再開していけると良いと思う。
・米作りで地域の方のご協力があってのもの、とても有難い。
・団地祭、地域清掃、ラジオ体操、地域の方々とふれ合える機
会が全くないのでとても残念だ。顔見知りになることで、防犯
にもつながる為、何かしら今年度はふれ合えることを願ってい
る。
・コロナ禍で地域交流が難しい現状だと感じる。その中で、
東っ子だよりはとても見やすく学校の様子が分かる。
・感染症対策が優先され、地域の交流が減っている事は残念
だが、健康を守り生活するためには仕方ないと思う。来年度に
期待する。
・今年もPTA、地域の行事がなくなり、「さみしい、つまらない」
の声を聞いた。（反面、うれしい事ではあるが・・・）工夫が足り
なかった事を、スクサポとして反省している、今年は・・・！！
・町のイベント等は確かにコロナ禍で中止が多く減ってはい
る。しかし、地域の人達と児童とのつながり（コミュニケーショ
ン）はまだまだ方法があると思う。
・現在、地域の行事がほぼ全滅の状況で大人と接する機会が
減っている事が心配である。地域の方々とのコミュニケーショ
ンの必要性が子供の頃から理解できれば、将来豊かな社会を
築けると思う。
・読み聞かせ、PTA行事の中止が多く、児童の楽しそうな顔が
見られなくて残念である。

4

B
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10

0

地域教育連絡協議会において、児童・生
徒の変容等の具体的な資料を作成して、
評価に必要な学校の情報を適切に提供
し、適正な評価を受けるよう努める。

教育目標・学校経営方針・学校評価等の
基本情報、児童・生徒の活動情報等を
ホームページ等で公開及び更新すること
により、積極的に情報を発信する。

プ
ラ
ン
６
　
学
校
・
家
庭
・
地
域
が
一
体
と

な

っ
て
と
も
に
進
め
る
教
育

学校・家庭・
地域が担う
役割などを明
確にし、地域
に開かれた
教育の実現
を目指しま
す。また、相
互の連携を
深め、子ども
を育てる仕組
みを作りま
す。

2

プ
ラ
ン
５
　
魅
力
あ
る
教
育
環
境
づ
く
り

0

目標に対する成果指標

7

3

0

0

2

3

Ｄ

○体育学習発表会や体育朝会な
どの体育的行事では、上級学年を
目標として運動に取り組む児童の
姿が見られた。１１、１２月に行っ
た「持久走タイム」では、意欲的に
走る児童が多く見られた。大田区
小学生駅伝大会の出場選手の練
習の様子を見て低・中学年の児童
も高学年のように走りたいという
意欲が高まる様子が見られた。
○休み時間に外遊びをする児童
が少ないことが課題である。今後
は児童が休み時間に校庭で運動
する習慣が身に付くよう、児童が
自発的に運動に取り組むような手
立てについて検討し、運動したくな
るような環境を整える。

B

　開校40年　児童数146名、　6学級、　サポートルーム拠点校
　教員数15名（巡回指導教員3名）、　スクールカウンセラー1名、　特別支援教育専門員１名、　事務２名、　栄養士1名、　用務主事３名、　時間講師１名、　学習指導講師１名、　特別支援員１名、　副校長アシスタント1名、　読
書学習司書1名
　校内研究　研究主題「学びを深める児童の育成」　　　副主題「学びを深める活動の工夫」

Ａ
プ
ラ
ン
４
　
体
力
の
向
上
と
健
康
の

増
進

8

Ｂ 2

Ｃ

Ｄ

0

0


